
 

 

 

理学分析手法で、国土交通省中部地方整備局名四国道事務所長表彰 

当社のX線回折技術を活用ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■X線回折で 粘土鉱物・変質鉱物を把握します 
X 線回折分析で鉱物を把握します。 

原理は、鉱物の結晶内部の原子配列周期とX 線の波長とがほぼ同程度であるこ

とを利用します。X 線が結晶に当たればBragg の条件で回折が起こり、この現象

により鉱物結晶の 3 次元的な原子配列を把握することができます。結晶の原子配

列は鉱物ごとに決まっているので、これより分析試料が保有している鉱物の同定

が可能となります。 

 

 ● 鉱物把握でわかること 

・岩石の種類を決定でき基盤岩の一般的な物性値の把握が可能です。 

・基盤岩の風化や変質程度が把握でき、基盤岩の強度低下の有無や、土木地

質的問題点の把握が可能です。 

地すべりや崩壊の調査では、含有粘土鉱物の種類の把握などから、すべり面や

弱線の抽出が可能です。 

・トンネル調査では、膨潤性粘土鉱物の有無やその含有量の推測が可能です。

・骨材に含まれる有害性鉱物の判別が可能です。 
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回折図例 

 

Ｘ線回折装置

y = -2.0461x + 29.734

R2 = 0.9221
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K M I/M Ch/M I Ch Bt Pl Kfs Q

5 ◎ × × △ ○ × × × △ ◎

2 ○ × × × ○ × × × ○ ◎

7 ○ × × × ○ × ◎ × △ △

6 ○ ● × ○ ○ × × × △ ○

6 ○ ◎ × ○ ○ ○ △ × × ○

7 ○ ◎ × ○ ○ ○ △ × × ○

6 ○ ◎ × ○ ○ ○ × × △ ○

Ｘ線回折分析結果（定方位法）

スメクタイトの有無

K M I/M Ch/M I Ch Bt Pl Kfs Q

5 ◎ × × △ ○ × × × △ ◎

2 ○ × × × ○ × × × ○ ◎

7 ○ × × × ○ × ◎ × △ △

6 ○ ● × ○ ○ × × × △ ○

6 ○ ◎ × ○ ○ ○ △ × × ○

7 ○ ◎ × ○ ○ ○ △ × × ○

6 ○ ◎ × ○ ○ ○ × × △ ○

Ｘ線回折分析結果（定方位法）

スメクタイトの有無

・ さらに、左図のように、強度の低いと言われる粘土～変質鉱

物（珪酸塩鉱物）の総和で、軟化強度が推定できます。


